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本センターは相互研修型FDを、 「学内連携J (京都大学 FD研究検討委員会)、 「地域連
携J (関西地区FD連絡協議会)、 「全国連携J (大学教育研究フォー ラム、 FDネットワーク
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rFDネットワーク代表者会議 UFDN: ]apan FD Network) Jには、全国のFDネットワーク
の代表者が集まり、情報交換・議論を行っている。平成21年には、 「いわて高等教育コンソー
シアムJ r東北地域高等教育開発コンソーシアムJ r東日本地区大学問 FDネットワーク・つ
ばさJ r大学コンソーシアム石JI[J rFレックス(福井県内大学・高専連携プロジェクト)J 
rFD • SDコンソーシアム名古屋J r全国私立大学 FD連携フォーラムJ r大学コンソーシア
ム京都J r関西地区 FD連絡協議会J r山陰地区m 連絡協議会J r四園地区大学教職員能力
開発ネットワーク (SPOD)J r九州地区大学教育改善FD・SDネットワーク (Q-U山s)Jな
どが参加した。ここで本センターは、もろもろのネットワーク同士がネットワークを結ぶ結節
点となり、それぞれのネットワークが組織化を進めるための切礎琢磨の場となっている。この
ほか、各大学の FD/教育改善を企画・推進する若手教職員の情報交換の場である「若手FD研
究者ネットワーク UFDN]r.) Jをも車断裁しており、本センターがその相互研鎖の場を提供し
ている。
地域レベルでは、本センターは関西地区 FD連絡協議会を実質上組織している。連絡協議会
は関西地区にある大学・短大の過半を優に超える 129校を組織し、 5つのワーキンググループ
の活動を支えることによって、関係各大学の自生的 FD活動の成長を支援している。関西地区
FD連絡協議会のFD活動が相互研修型の特質をもっていることは、活動の全面に認められるが、
わけでも m 連携企画ワーキンググループと研究ワーキンググループの活動に、この現念は鮮
明に生きている。
これらの車脳哉化の他に、本センターは、直接に援助を求める組織や個人の要請に応え、数多
くの講演や相談に従事している。講演と相談のいずれの場合にも、相手方である各m 主体の
主体性とローカリティを十分に尊重する相互研修型FDの怠念を貫きたいと考えている。
こうして本センターは、各m 主体の自発的自生的活動から得られた貴重な情報を，互いに
共有し利用するために集約して提供し、個別メンパーが互いに切瑳琢磨できる場を提供して、
相互研修型 FDを実質化し進めてきた。これが、京都大学高等教育研究開発推進センターのめ
ざす拠点のありようでもある。
さて、以上のように、平成21年度特別教育研究(教育改革)で採択された「大学教員教育研
修のための相互研修型FD拠点形成」プロジェクトは、教育関係共同利用拠点「相互研修型FD
共同利用拠点』の形成へと新たな展開を遂げようとしている。この新たな展開の基盤が本報告
書で記すようなこれまでの蓄積であることは、断るまでもなくあきらかである。この蓄積が、
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今後の新たな展開を支えるにたる堅固な基盤であることを信じたい。
(田中毎実)
